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論文題目：伊勢大神楽における歴史と実践 

―「継続」の民俗誌的記述―  

 学位申請者 黛 友明 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学准教授  北村 毅  

  副査 大阪大学教授   杉原 達  

  副査 大阪大学教授   北原 恵 

  副査 大阪大学名誉教授 川村 邦光 

【論文内容の要旨】 

本論文は、近世に成立した神事芸能である伊勢大神楽を民俗誌的に記述する作業を通じて、民俗芸能というフ

ィールドを軸に、その歴史と実践の関係を考察することを目的としている。 

本論文は、第 1部「近代と他者」、第 2部「語りと実践」の 2部立てとなっており、序章と終章を加えて、全 10

章で構成されている。 

序章では、伊勢大神楽について概説し、伊勢大神楽と神事芸能に関する先行研究を批判的に検討したうえで、

「継続」という観点から、近代以降の歴史的な状況の中で伊勢大神楽の実践を捉え直すことが研究課題として設

定されている。 

第 1 部では、伊勢大神楽の太夫家所蔵資料を中心とした史料の検討を試みつつ、伊勢大神楽を近世から現在へ

と「継続」させた歴史経験について 3つの画期に集約して論を展開している。3つの画期とは、第 1に、近世の伊

勢大神楽の担い手が保持していた「特権」が幕藩体制の崩壊に伴って失われ、当該芸能が明治政府の宗教政策・芸

能政策によって「技芸」「遊芸」として統制されていった過程、第 2に、1940 年の宗教結社「伊勢大神楽講社」の

設立、第 3に、1954 年の三重県無形文化財への指定である。第 1 部では、これらの画期に焦点を当てて、「特権」

の喪失とともに「同種類ノ業」の担い手との「自由競争」に晒され、近代の諸制度に取り込まれつつ、同業者とい

う「他者」との軋轢の中で変化しながら「継続」していった伊勢大神楽の近代を描き出している。その上で、宗教

結社や文化財といった制度にもとづく囲い込みが、類似の芸能を実践する人びとを排除していくプロセス、すな

わち芸能の正統性をめぐるアリーナであったことを論証している。 

第 2 部では、フィールドワークにもとづき、1930 年代以降の伊勢大神楽の実践内容の変化を検討し、これまで

注目されることのなかった「子方」という存在に光を当てることで、経験レベルから伊勢大神楽について論じてい

る。戦前もしくは戦後早い時期に「子方」を経験した人びとへの聞き書きをもとに、戦後に定着した文化財という



イメージから切り捨てられてきた伊勢大神楽の娯楽性について、軽業やサーカスといった曲芸を視野に入れて検

証している。一方で、近年、伊勢大神楽は、徒弟制度が機能しなくなり、1990 年代からみられる若い世代の参入

とともに、「芸能の共同体」の性格を急変させてきているが、その「継続」の具体相を実際の技芸の習得過程の検

討を通して明らかにしている。 

終章では、当該芸能の歴史性と現在性について再考し、その近代以降の歩みが「継承」といった言葉で捉えられ

るような経験ではなく、外部との接触、制度との交渉、当事者間の葛藤の中で培われてきた「継続」の経験であっ

たことを問題提起している。 

【論文審査の結果の要旨】 

本論文は、伊勢大神楽に関する宗教史と芸能史の両方の研究成果を踏まえつつ、新たに発掘されたものを含む

関係者所蔵の史料と現場に深く入り込んだフィールドワークにもとづき、当該芸能の現在的展開を一編の民俗誌

としてまとめ上げ、その歴史経験を精緻に描き出しているところに大きな特長があり、すぐれて意欲的な論文と

なっている。以下、独自の論点が提示され、評価されるべき点を挙げていく。 

本論文は、宗教的、芸能的、民俗的な領域の接点で伊勢大神楽の担い手たちがその実践を常に変化させながら

「継続」してきた過程に注目し、幕藩体制とその崩壊、近代の宗教政策や芸能政策、戦後の文化財制度といったマ

クロな視点のみならず、当該芸能とそれに関わる人びとのミクロな視点の双方から、当該芸能の実践を動態的に

記述し分析したが、このことは伊勢大神楽研究に新たな地平を切り開いた点として大いに評価できよう。 

伊勢大神楽については、これまで、「民俗」を発見した近代のまなざしと呼応しつつ、近世で時間が止まってい

るかのように、超歴史的な対象として論じられる傾向にあったが、本論は「伝統芸能」と呼ばれてきた文化事象の

常に変化しつつある部分、すなわち、その継続性や現在進行形の部分を捉えることに成功している。とりわけ、伊

勢大神楽に対する「宗教」「文化財」という現在の価値付けを本質化するのではなく、宗教結社化・宗教法人化に

向けた働きかけや文化財指定の利用の経緯を詳細に検討することで、近代以降の当該芸能が置かれた歴史的文脈

を整理した手腕は高く評価されるべきである。本論文が今後の民俗芸能研究に対して有意義な問題提起を含んで

いることは間違いない。 

また、聞き書きや歴史史料の断片をもとに、イエやムラからはみ出していく、あるいははみ出さざるをえないヴ

ァルネラブルな存在が当該芸能の末端を担っていた頃の状況を浮き彫りにし、伊勢大神楽のメインストリームの

歴史からこぼれ落ちてしまっている「子方」という存在を拾い上げたことの意義は大きい。 

さらに、「子方」のライフヒストリーの聞き取りを踏まえて、「組」という芸能実践の基本単位を流動的な人間関

係の結節点として捉えた視点の新規性も特筆に値する。文化事象をめぐる人の動きに注目する研究は、民俗学の

領域でも広がりつつあるが、本論文は今後の民俗芸能研究に大いに貢献する業績となるだろう。伊勢大神楽の担

い手の芸能習得に関する聞き取りと芸能実践の参与観察を通して、当該芸能の娯楽性の内実に迫った厚い記述は

本論文の精華というにふさわしい。 

一方で、伊勢大神楽は、単なる娯楽に留まらず、信仰の問題でもあるが、本論文では当該芸能の宗教的側面の分

析が不十分となった感が否めない。当該芸能の神事性は、その担い手と受け手との関係性や相互交流の中で生起

するものであり、文字通り、パフォーマティヴな性格を有する。伊勢講との関係も含め、芸能者が巡回する地域の

人びとの信仰の歴史性の解明が課題として残された点が惜しまれる。とはいえ、このことは本論文の意義を損な

うものではなく、今後の研究を深化させていくうえでの課題と考えられるべきものである。よって、本論文を博士

（文学）の学位にふさわしいものであると認定する。 


